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　令和５年度　第１回信濃町長期振興計画審議会　議事録 

 

日時：令和５年 12 月 14 日（水）13 時～14 時 15 分 

場所：信濃町役場　第１･２会議室 

出席者 

○出 席 委 員　吉川 正勝 委員、小林 栄 委員、柳本 裕史 委員、吉川 正市 委員、 

有江 重毅 委員、衣川 美智子 委員、豊田 恵佐学 委員、荒井 保幸 委員、 

飯塚 弘司 委員、有坂 貴史 委員、外谷 政子 委員、赤松 玄人 委員、 

原山 進一 委員、佐藤 利恵 委員、二本松 三雄 委員、小林 幸雄 委員、 

飯田 和馬 委員、高力 一浩 委員、荒井 敏 委員、太田 美佳 委員、 

大澤 千絵 委員、石田 良彦 委員、小西 隆文 委員、石川 健一 委員、

北村 勇 委員（25 人） 

〇欠 席 委 員　風間 幸一 委員、鈴木 耕太郎 委員（２人） 

○町（事務局）　鈴木町長、小林副町長、松木総務課長 

総務課まちづくり企画係　小林係長、小林主幹 

○計画策定支援事業受託者　特定非営利活動法人 SCOP　北村主席研究員 

 

１　開　会 

（松木総務課長） 

定刻になりましたので、ただ今から第１回信濃町長期振興計画審議会を開会いたします。

本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。開会にあたり町長からご

挨拶申し上げます。 

 

２　町長あいさつ 

（鈴木町長） 

お疲れ様です。年末の大変お忙しい中、長期振興計画審議会にご出席いただきましてあり

がとうございます。長期振興計画は第６次ということで令和２年度から令和 11 年度の 10 年

間の計画となっており、町の最上位計画とされています。現在は前半５年間を実行しており、

令和７年度を開始年度とする後期基本計画を策定していきます。少子高齢化や人口減少、経

済情勢も大きく変化しています。この時代の転換期を何とか乗り越え明るい町を目指します。

10 年先の持続可能な信濃町に向けて、今後町が取り組むべき課題や方向性を明らかにし、

その内容を反映した計画を策定していただきたいと思います。 

委員の皆様におかれましては、忌憚のないご意見をいただければ御審議をいただけるよう

お願い申し上げまして挨拶に代えさせていただきたいと思います。よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

 



 2 / 10 

３　人事通知書交付 

（松木総務課長） 

　本審議会は、お手元にお配りいたしております資料１にございます、信濃町長期振興計画

審議会条例に基づき、40 人以内で町長が任命することとなっております。お手元の資料２

に審議会名簿をお配りしておりますが、名簿のとおり 27 名の皆様に参画いただくこととな

り、12 月１日付で審議会委員を委嘱申し上げます。 

本来であれば町長より全ての委員の皆様に人事通知書を交付させていただくところですが、

時間の都合等もございまして、名簿番号１番の 信濃町教育委員　吉川 正勝 委員へ代表交

付とさせていただきます。その他の皆様におかれましては、お手元に委嘱状を配付しており

ますので御確認をお願い申し上げます。 

 

≪委嘱状の交付≫ 

 

４　自己紹介 

（松木総務課長） 

自己紹介に先立ちまして、欠席の連絡をいただいております委員をご紹介させていただき

ます。信濃町スポーツ協会長の風間 幸一委員、柏原保育園保護者会長の鈴木 耕太郎委員

です。 

 

≪各委員及び事務局からそれぞれ自己紹介≫ 

 

５　審議会条例の説明 

（小林主幹） 

以下の資料について説明 

・資料１　審議会設置条例、審議会運営規則、委員名簿 

 

６　会長の選出 

（松木総務課長） 

これより会議事項に入りたいと思います。 

はじめに、会長の選任についてお諮りいたします。条例第６条の規定により、本審議会に

会長及び会長の職務代理を置くことになっております。まず、会長は委員の互選となってお

りますが、何かご意見等があればお願いします。 

ご意見がないようでしたら、事務局案をお示しさせていただけばと思いますが、よろしい

でしょうか。よろしいようでしたら、事務局案ですが、長く町議会議員をお務めいただき、

また、議会議長でもありました小林委員にお願いできればと思いますが、いかがでしょうか。 
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≪異議なしの声≫ 

 

（松木総務課長） 

皆様にご賛同いただきましたので、小林委員を会長にお願いしたいと存じます。 

小林会長様、会長席にお移りいただき挨拶をお願いします。 

 

≪小林委員、会長席へ移動≫ 

 

（小林会長） 

ただいま、当審議会の会長ということでご指名いただきました小林幸雄と申します。 
そうそうたる皆さんがお揃いでございますが、誠にせんえつながら皆さんと共に、一生懸命

やっていきたいと思っております。 
また、審議会の重要性、それから今後の責任の重さにつきましても重々認識しておるとこ

ろですので、皆さんとこの趣旨に沿って頑張っていきたいと思っております。 
それから 2007 年か８年だったと思うんですが、私が議会の副委員長の時、第５次長期振

興計画が立ち上がりまして、議会としても調査特別委員会を設けて審査したことがあります。

そのときの特別委員会の委員長を務めましたが、この案件についてはスケールの膨大なもの

でしたので、最後にまとめることに非常に苦労したという記憶があります。 
今回は第６次の前半が終わろうとしているところでございますが、第６次前期の４年間

を振り返ってみますと、人口減少、少子高齢化も課題となっておりますが、それ以上にコロ

ナ禍の影響があったと思っています。 
また、病院建設という大きな事業が進んでおりまして、こういったものの影響もとても

興味深いところです。 
そして、役場職員の皆さんが各分野に分かれて検証しているわけですが、それがすべてこ

の審議会に上がってきます。ここでは町民の目で見たこの計画を一層検証して、意見があれ

ば、また意見を付与して町長に答申していきたいと思っております。 
行政用語などいろいろ分からないようなこともあるかもしれませんが、ご意見等をお願い

いたしまして、再度お願い申し上げながら私の挨拶とさせていただきます。 
 

７　会長代理の指名 

（松木総務課長） 

ありがとうございます。では、会長の代理の指名をお願いしたいと思います。 

 

（小林会長） 

　では私の方から職務代理の指名を行いますが、会長の職務代理をする委員には、教育長職

務代理であります吉川正勝さんをお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 
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（松木総務課長） 

それでは職務代理は吉川委員さんという形になりますのでお願いいたします。 
では、審議質問に入る前に町長から会長に諮問をさせていただきますので、前の方へお願

いします。 
 

８　策定についての諮問 

 

≪鈴木町長から小林会長に諮問書が手渡される≫ 

 

（松木総務課長） 

次第の９審議事項につきましては、小林会長の進行でお願いしたいと思います。 

 

９　審議事項 

（小林会長） 

　それでは、ただいま鈴木町長から諮問のありました信濃町第６次長期振興計画後期基本計

画の策定に関する審議事項に入らせていただきます。 

　まず、審議事項（1）議事録署名委員の指名についてです。事務局の説明をお願いします。 

 

（小林係長） 

規則第５条の規定により出席していただいている人の中からご指名をしていただくわけで

すが、事務局案といたしまして、今回公募の委員として大勢の方に参加をいただいておりま

すので、公募の委員の方の中からご指名していただけたらよいかなと思っておりますが、い

かがでしょうか。 
 

（小林会長） 
ではそのようにさせていただきます。候補の委員の名簿の上の方から順番にお願いしたい

と思います。 
今回の審議会の議事録署名委員については、飯田委員及び高力委員にお願いしたいと思い

ます。 
ご意見ご質問がありましたらお願いさせていただきますが、いかがでしょう。 
 
≪異議なしの声≫ 
 

（小林会長） 
よろしいでしょうかそれではご承認いただいたということで、飯田委員及び高力委員よろ

しくお願い申し上げます。では先に進めさせていただきます。 
続きまして審議事項（２）長期振興計画の概要の説明について事務局から説明をお願いい

たします。 
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（小林主幹） 

以下の資料について説明 

・資料５　第６次長期振興計画 

 
（小林会長） 

長期振興計画の概要の説明がなされまして終わりました。ただいまの説明につきまして、

ご意見やご質問がございますか、よろしいでしょうか、また随時質問を受けておりましたの

で、いつでも結構ですので分からないところがありましたら、お聞きいただきたいと思いま

す。それでは次に進みます。 
これから後期基本計画の策定についての審議をしていくことになりますが、前期基本計画

の令和４年度までの進捗状況についてこの資料を次回の審議会に提示していただければと思

いますが、いかがでしょう 
 

（小林係長） 
令和４年度の実績については評価を行っており、それらについてホームページでは公表し

ています。今回資料としてお出しすると膨大になってしまうということで配布しておりませ

んが、今ほど会長からのお話をいただいたとおり、次回の審議会の中で現状前期基本計画の

進捗状況がこういう状況だということをご説明するようにしたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 
 

（小林会長） 
ただいま説明がございました、この件についてご意見ございますか。ないようですので、

先に進めさせていただきます。 
審議事項（３）長期振興計画の概要の説明から審議事項（５）住民アンケートの実施につ

いて、事務局の方から説明をお願いいたします。 
 

（SCOP 北村研究員） 
以下の資料について説明 

・資料３　第６次長期振興計画後期基本計画策定方針とプロセス 

・資料４　信濃町住民アンケートの実施概要（案） 

 

（小林会長） 
策定方針プロセス、それから住民アンケートにつきまして説明をしていただきました。 

ただいまの説明につきまして、ご意見やご質問がございますか。 
 
（委員） 

EBPM とは具体的にどんな方法か説明してください。 
 

（SCOP　北村研究員） 
EBPM というのは、Evidence-Based Policy Making といいまして、Evidence というの
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は根拠とか証拠、Policy Makin いうのが政策とか事業を立案するという意味になります。 
具体的には、人口が当初の目標より低くなっているという状況を踏まえて、どうすれば特殊

出生率が上がるかということのシミュレーションや、政策手段によって数値はどう変わるか

ということを検討することによって、どの事業が一番有効なのかということを比較・検証す

る方法になります。 
また、住民の皆さんの住みやすさについては、幸福度や満足度、自己肯定感などを図るウ

ェルビーイング指標みたいなものが、結果指標といわれてしまいます。政策を検討すること

によって変わるか変わらないかを検証する。その数値が、きちんと上がることを想定して事

業を行政側で考えていくということを EBPM だと考えて説明いたしました。 
 
（小林会長） 

よろしいですか。他にございますか。 
 
（委員） 

アンケートは、３月下旬から４月上旬に集計分析となっていますが、資料３の７ページで

は、庁内策定委員会は３月上旬に計画方針などを検討して、審議会は３月末に開催となって

います。アンケートの分析は４月に間に合うのですか。速報的にいただければ計画策定に間

に合うと思いますが、どうでしょうか。 
 

（SCOP　北村研究員） 
ご指摘のとおり計画期間が短いので、まずは検証に必要な分析を先に速報値という形で出

させていただいて、そのあと検証していく予定です。 
前期基本計画に対して成果が出ているものについて、細かい検証を４月以降にしていくと

いう形で考えています。速報値を出して検討することについて先にお出ししその後さらに深

い分析をするような流れで考えております。 
 

（小林会長） 
よろしいですか。他にございますか。 

 
（委員） 

資料４　住民アンケート実施の考え方の表ですが、アクションがありません。PDCA と

いうやり方だとアクションの部分あって次のプランにつなげるというやり方だったと思いま

す。確か、前回の第５次もそういうやり方でやったと思います。PDCP ではなかったと思

います。 
 

（SCOP　北村研究員） 
PDCA のアクションに関しては、職員が一生懸命やった結果をチェックするというよう

なイメージで、前期基本計画の事業が今すでに動き始めています。その結果がどうなってい

るのだろうというチェックを、住民の皆さんへのアンケートを実施しチェックするという形

になります。 
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一般的な PDCA の絵と違います。正確に申し上げると、前期基本計画とその実行があっ

て、それをアンケートでチェックしてアクションをする前に、後期基本計画を作ってその後

またアクションになるというイメージでございます。 
 

（委員） 
資料５の９ページでは、基本理念「対話と協働」の下に基本目標が５つあります。しかし、

資料３では基本構想（目指していること/理念）とあります。資料５の基本理念、基本目標

がこの計画の柱であり、これを実施するために、基本構想、基本計画、実施計画となると思

います。基本理念と基本目標、基本構想の関係性について教えてください。 
 

（SCOP　北村研究員） 
基本構想は資料５の７ページ、８ページ、９ページのとおり、３つの内容で整理されてい

ます。 
まず、「基本理念」というのは、さまざまなまちづくりにおける施策や取り組みを行う時

の心構えみたいなものを示したものになります。具体的な目指す分野というよりは、対応と

行動を心がけながらまちづくりを進めていきます、ということです。 
次に、「将来像」ということで 10 年後に達成したい大きなゴールビジョンみたいなものを

この将来像というところで作っています。 
最後に「基本目標」は、将来像だけですと抽象度が高いので具体的にどうするのというも

のになります。基本理念と将来像、基本目標を達成するために前期基本計画や後期基本計画

があります。 
 
（委員） 

基本理念というと、最上位に理念という考え方あって、それを実施するために構想を立て

て実行すると思っていたのですが、そういう建付けではないですか。 
 

（SCOP　北村研究員） 
基本理念というのは、町の原則みたいな形です。基本理念は将来像みたいな形で使われて

います。先ほどおっしゃった理念に当たる部分が、資料５の８ページ将来像になっています。

これを達成するために基本目標があります。 
 
（会長） 

よろしいですか。他にございますか。 
 
（委員） 

令和５年 11 月現在の人口が 7,322 名という説明がありました。アンケート調査は、中学

生を含め 2,470 名に実施するとなっています。回答率を考えると全町民に対して３分 1 分以

下になると思いますがそこはどう考えていますか。 
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（SCOP　北村研究員） 
アンケートの調査票の数についてですが、アンケート調査では、誤差をどれくらいに抑え

ればという考え方があります。例えばある数字の説明に対して賛成だとか反対と言ったとき

に、アンケートでそれが賛成にも賛成かわからないというのがあるのですが、これを追いつ

いていくために調査を進めます。 
そのときに必要な調査方法は、一つ目は作為抽出です。これは、誤差を何パーセントにす

るかによって、配布する調査票の数を決めていくのですが、抽出調査では、誤差を３パーセ

ントぐらいに抑えていくのがいいだろうとわれています。 
例えば人口１万人のところで誤差を３パーセントぐらいに抑えるとしたときに、集めない

といけない調査票は大体 500 から 600 くらいという形になります。今回 2300 を配って、

回収率が約半分以下だとした場合、1,000 から 1,200 ぐらいの回答が得られます。これだけ

あれば、十分に結果をしっかり把握できる数と考えています。 
もちろん、もっと配ればいいというお考えもあると思いますが、費用もかかりますし、正

確性を担保する意味でもこれぐらいの調査のサンプル数で十分ではないかなと考えています。 
 

（小林会長） 
よろしいですか。他にございますか。 

 
（委員） 

中学生は調査対象となっています。高校生は対象ではないのですか。 
 
（SCOP　北村研究員） 

成人は 16 歳以上となっています。一応高校生も調査対象になっています。 
 
（委員） 

分かりますが、病院のあり方検討委員会の時のアンケートでも、高校生の意見で結構大事

なところもありました。それで小児科が開設された経緯もあります。高校生となると当然親

や、おじいちゃん、おばあちゃんと同居していると思います。調査票を一世帯に一枚届くと

いうことですか。16 歳以上ということで、一世帯に一枚じゃなくて個人対象で高校生にも

届くということですか。 
 

（SCOP　北村研究員） 
これは世帯アンケートではなくて、個人アンケートです。抽出された高校生に直接個人名

で届きます。 
 

（委員） 
では、中学生は全員に届くが、高校生は全員には届かないということですか。例えば、成

人の対象を 18 歳以上や 19 歳以上に変えて、高校生全員にのアンケートを取るわけにはい

きませんか。とにかく若い人の意見を聞きたいです。 
 



 9 / 10 

（小林係長） 
信濃小中学校の中学生については本日校長先生もいらっしゃっていますので、事務局で直

接お願いしたいのですが、今後学校で計画策定の説明をした上で、アンケートを実施できた

らと思っているところです。 
高校生については今のところ抽出でと考えていますが、アンケートの回答方法について本

人であるかどうかという確認は難しいところですが、高校生にはインターネットで回答して

いただくような方法もできるかと思っています。 
ただ、統計学として必要な分のサンプルの数字というものは押さえていくように考えてい

ますので、高校生だけ数が多くなってしまいサンプリングした結果というのが全体の中でど

ういう影響するかという問題もあります。今日の時点では預からせていただいてご意見とし

て頂戴したということで、よろしいでしょうか。 
 

（委員） 
ご検討ください。 
 

（小林会長） 
ほかにありませんか。では、この辺で質問は打ち切りたいと思います。 
最後にその他ということでございますが、事務局から何かございますか。 

 
（小林係長） 

整理させていただきますと、基本構想については、既に作られている基本構想があります

ので、その基本構想を大幅に変えるということは考えておりません。ただ、この５年間は会

長からもお話もありましたが、コロナなどの社会情勢の大きな変化を踏まえた上で、一部基

本構想についても見直す必要があるかもしれません。事務局で見直しが必要と考えた場合に

は、審議会の中でご相談をしてブラッシュアップをしていく予定です。また、後期基本計画

の５年間の令和７年度からの部分については、資料５の 12 ページから後ろの部分を後期基

本計画として作っていくということで考えています。 
基本目標は変わりませんが、例えば政策とか主な施策といった部分については先ほどの部

会で検討をしているというプロセスの中で、実際に業務に携わっている全職員が参加をして

いますので、引き続き取り組むべきもの、それから新たに加えるものというものを検討して

おります。それらをこの審議会でお諮りしていくというような流れになっています。 
次回の審議会は先ほどの説明があったように３月末に開催をしたいと考えております。委

員の皆様にはご多忙のこととは思いますが、日程についてはできるだけ早めにご通知申し上

げますので、ぜひご出席をお願いいたします。 
また、審議会の開催について町民の方にも広く知っていただくということが大切であると

考えておりますので、令和６年２月の広報誌に、「審議会をスタートして後期基本計画を策

定をしています」というお知らせと、委員の皆さんの名簿を掲載させていただきたいと考え

ています。もし、お名前の掲載が困るというような方がいらっしゃいましたら事務局に声を

かけていただければと思います。私からは以上です。 
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（小林会長） 
事務局から今後の日程と、広報掲載についてご説明がございました。いかがでしょうか。

よろしいでしょうか。それではこの審議会につきまして、広報でお知らせするということで

お願いいたします。 
それでは長時間のご審議ありがとうございました。以上で、本日予定をしていた議事は全

て終了となります。 
これをもって議長の任を解かせていただきます。ご協力ありがとうございました。 
 

（松木総務課長） 
ありがとうございました。 
また、ご出席いただいた委員の皆様、長時間にわたりご参加いただきましてありがとうご

ざいました。 
先ほど出ましたアンケートについてのご意見等も検討させていただき、次回の会議でご報

告をさせていただければと思っております。 
それでは、以上をもちまして、第 1 回信濃町長期振興計画審議会を閉会いたします。 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14:15 終了） 
 

 


